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28次夏の行動記録から
星 合 孝 男
第28次隊に課せられた任務の一つは,あすか観測拠点
の建設を完了 し,8人による越冬観測を開始することで
あった.こ のための行動は,「しらせ」・の協力を得て無
事遂行され,現 在,越冬隊員は厳 しい自然と戦いながら,
順調に観測を続けている,し か し,越冬成立 までの輸
送 ・建設は,悪 天に災いされて必ず しも順調には進 まな
かった.私 のメモから,その跡を辿ってみよう.
昭和61年12月17日,「しらせ1は ブライド湾の定着水
域に侵入 し,10130(現地時間),70°12'S,23'46'Eに
肪を取った.「あすか」,30マイル輸送拠点へ急送する物
資を,船倉から取 り出し甲板上に整理,集積する作業,
ヘリコプターの防錆解除作業と艦内は慌ただしい.夕刻,
風の静まるのを待って,「あすか」 を飛び立ったピラタ
ス,セ スナが,16mm記録映画撮影のため飛来する.
夕映えの氷山を背景に舞う両機 を眺めながら,昭和41年
2月,ベ ルギー隊のロア ・ボー ドワン基地を訪れるため,
この地に立寄ったこと,昭和58年2月,セールロンダー
ネ地域の基地建設予備調査のために,再 び,この海に来
たことを思い起 した.最 初の時には,ベ ルギー隊が雪上
車で 「ふ じ」と基地を往復し,二度目には,湾内に定着
氷がなく,「ふ じ」は漂泊をしながらヘ リを飛ばし,棚
氷,大 陸氷上を偵察 したのであった.今回は,雪上車に
よる上陸の可能性こそなかったが,定 着氷に肪を取るこ
とができ,「しらせ」の力を航海のために割 く必要がな
いので,空 輸に隊,艦 の総力を集中できると安堵 したも
のであった.
翌18日午前には大型ヘリコプターの防錆解除が終 り,
夕刻には 「あすか」への直行便2便 を仕立て,15人の隊
員と,食糧,生 活必需品,緊急建設用資材,航空写真撮
影機器,衛 星通信機材などを空輸した.ま ずは幸先良し
という出だしであった.し かし,翌19日は小雪の舞う天
候となり,い ささか出鼻を挫かれた形 となった,20日に
は天候も回復 し,「30マイル」への人員の送 り込み,物
資の輸送ができ,輸送態勢も整い万事これで軌道に乗る
かと思われた,「あすか」での航空写真撮影開始も,朗
報であった,だが,夕 方から崩れた天候は,21,22日と
続き,断続的に小雪が降り空輸は不可能となった.こ の
間に,「あすか」では27次隊が建設 した発電棟内での配
線,配 管工事の準備,観 測棟建設予定地の整地 ・測量な
どが始められ,陸 送班による 「30マイル」「あすか」間
の物資輸送もその緒についた.
23日には 「30マイル」への輸送に加えて,4(あ す
かへのルー トの出発点)へ の重量物スリングを行うこと
ができた,4へ 空輸 したD21型ブル ドーザーは,「あ
すか」での建設に至急必要であ り.「しらせ」機関科の
支援 の下,徹 夜作業で組み立て られた.ま た,鳥 と
「しらせJ船 上 とで,人工衛星GPSの信号を受け,4
地点の海抜高度の測定を行い,越 冬隊が計画 している
七一ルロンダーネ山地の海抜高度測定の基礎固めをする
ことができた,
24日から27日までの間は,ま ずまずの天候であり,25
日には,ベ ルギーから参加した交換科学者の希望で,電
波氷厚測定計の較正のために,柳水 まで小型ヘ リコプ
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タ ー を飛 ばす こ とが で きた.冷 凍 を忌 避 す る食 品,振 動
を避 け る べ き観 測 機 器 を4便 を もっ て 「あす か」 へ 直 送
した の は26月!「後 で あ った.一.一転 して28日は吹 雪,空 輸,
は もち ろ ん,陸 送 班 も行 動 で きず,「 あ す か 」 の 作 業 は
屋 内 だ け とな っ た.ま だ屋 根 の か か って い な い観 測 棟 に
は雪 が 吹 き込 み,野 積 み の 資 材 は 雪 に理 り,掘 り出 す の
に時 間 と労 力 を費 や す結 果 と な った,定 時 交信 で状 況 を
伝 え る鮎 川 副 隊 長 の 声 に は,い さ さか の悲 痛 感 が こ も っ
て いた.
29日,昼 少 し前 か ら天気 好 転.12:15から24:10まで
に20便を 「30マイル 」 に飛 ば し,冷 凍 ・冷 蔵 食 品,通 路
の 建 設 資 材 を送 る,「 あ す か」 で は 届 いた 冷 凍 品 は,冷
凍 庫 が 動 き出 す まで,雪 の 中 に埋 め て お く予 定 で あ っ た.
続 く30日は 明 る い 日で あ っ た.「30マイ ル」 へ20便を 送
る こ とが で きた し,何 よ り も観 測 棟 に屋 根 が 上 り建物 の
形 を なす に至 った.大 勢 で掛 る作 業が 片 付 い た の で あ る.
26日 「30マイル 」 経 由 で 重 力 測定 の ため に 「あ す か」 へ
赴 い た福 田隊 員 の 仕 事 が,無 事 終 っ たの も嬉 しい 知 らせ
で あ った.さ ら に,9時 間20分,25コー スの 航 空 写真 撮
影 を終 え,か ね て 待 機 して い た ピラ タ ス,セ スナ が,22
:45「あす か」 を発 ち30日03:40,無事,昭 和 基 地 へ帰
投 した の も明 る い知 らせ で あ った.東 か らの 逆 風 に悩 ま
され て の 飛行 で あ っ た と,後 か ら聞 い た.
12月31日大 晦 日,「 し らせ 」 で は空 輸 作 業 の か た わ ら
お 節 料 理 の準 備,「 あ す か 」 で は冷 凍 庫,造 水 タ ン クの
組 立 て 中,陸 送 班 の 雪.ヒ車 も権 を引 い て 走行 中.こ れ で
は 年 越 しの 雰囲 気 の 出 よ うは ず は な い.09:15第1便 が
「30マイル 」 へ飛 ん だ の を皮 切 りに ,第22便が 「しらせ 」
に戻 った の は21:40であ った.
1月1日,年 頭 行 事 もそ こそ こに 空 輸態 勢 に 入 る.艦
長 の 決 断 に 感謝 しな が ら天 候 の 回 復 を待 つが,遂 に空 輸
はで きな い.そ れ で も,燃 料 ドラム 以 外 の物 資 が す べ て,
今 日の 陸 送 便 で 「あす か」 に届 くとい う寺井 隊 員 の連 絡
で ほ っ とす る.18:00空輸 を断 念 し,鏡 割 りを し,僅 か
に 正 月 と な っ た.2日,.・ 日中 待 って も天 候 は回 復 せ ず,
22:00遂に こ の 日も空 輸 を断 念 す る.
3日,相 変 らず の 曇 天,昼 過 ぎ飛行 を試 み た が,ホ ワ
イ トア ウ トで 空 と雪 面 の 区 別 が つ か な い と飛 行 士 が 言 っ
た.17;07,よ うや く雲 の 合 間 を縫 っ て の空 輸 開 始.1
月4日09:10ま で の 徹 夜 連 続 空 輸32便で,ド ラ ム缶328
本 を 「30マイル」 に送 り,よ うや く輸 送終f.空 輸 した
物 資 量 は約305トン に達 した.
「あ す か 」 へ の空 輸 が 終 わ れ ば 「し らせ 」 は 昭 和 基 地
へ 急行 しな け れ ば な ら ない.昭 和 基 地 の 周 りの海 氷 が硬
い う ち に,雪 上 車 な ど の 大 型 重 量 物 の 氷 上 輸 送 と,
330keのバ ル ク燃 料 の パ イ プ 輸送 と を しな け れ ば な ら な
い か らで あ る.昭 和 へ 移 動 す るた め に は,「あ す か」 へ
の 輸 送,「 あ す か」 で の 建 設 に従 事 して きた,昭 和 基 地
で欝 鑑1;㌶灘 灘:
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長,高 橋(茂)隊 員 と共 に,夕 刻 「30マイル 」 に 到 着,ヘ
リコ プ ター待 機 の 態 勢 に 入 っ た.し か し,天 候 は 悪 く ピ
ック ア ップ は翌 日持 ち 越 しと な っ た.
5日06:00,「しらせ 」 「30マイ ル」 共 に天 候 は 回 復せ
ず,遂 に 昭 和 越 冬 隊 員 を1{]でピ ック ア ップす る こ と と
し,鮎 川,高 橋 両 名 を随 伴 させ,SM50雪 上 車2台 で09
:45ム)に向 わ せ た.と こ ろ が,出 発 後 暫 くす る と,
「30マイ ル」 方 向 に雲 の 切 れ 間 が 現 わ れ た,す か さず ヘ
リコ プ ターが 発 進 す る,こ の時10:44.10:55雪上 車 隊
を ム 付 近 で 視 認,と の 連 絡 が 入 る,ピ ッ クア.ノブ した
隊 員 を乗 せ たヘ リコプ ター は11:26着艦.こ の 頃,再 び
黒 雲 が広 が り,数 分 を出 ぬ うち に 「しらせ 」 は降 雪 に包
まれ た.ま さ に 間.・髪 の ピ ックア フプで あ った.飛 行 甲
,板 に 降 り立 っ た何 人 か が,月 焼 け した顔 を ほ こ ろば せ て
言 った.「隊 長,も う越 冬 が 終 った よ うな気 が します 」と.
1㌫㍑ ㍑゜繍 」11、㍗瓢 弄●
の3人 は 「あ す かJへ 淘 った.そ の 後,「 あ す か 」 の 建
給油す る陸送班
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設 は 越 冬隊 員8,夏 隊4の12名 の 手 で進 め ら れた.冷 凍
庫,造 水 タ ンク,仮 設 作 業 棟 が1月 上旬 に 出 来,雑 工 事
で あ った通 路 も.1月28日 に竣]:し,こ こ で,「あ す か 」
で の 初 越 冬 が確 実 とみ ら れ るに 至 った.も っ ぱ ら陸 送 班
と して 活躍 した 七 一 ル ロ ンダ ー ネ地 学 調 査 隊 も,1月7
日に は 目指 す セ ー ル ロ ン ダ ー ネ に向 い,以 後35日の調 査
を行 う こ とが で きた.
昭 和 に 着 い た28次隊 は,そ こで の 輸 送,建 設,観 測 を
順 調 に 行 い,2月1日 に は,27次越 冬 隊 と交 替 し,基 地
の 維 持 に 当 る こ と とな っ た.
(筆者:第28次 南極 地 域 観 測 隊 長,
国 立 極 地研 究 所 企 画 調 整 官)
昭和62年度国立学校特別会計予算の概要
昭和62年度予算は,去 る12月30日に政府原案が決定さ
れたが,売上税の導入問題の影響 を受け,昭和59年度以
来3年 ぶりの暫定予算となり期間は50日間となった.こ
のため昭和62年度予算は5月20日に可決成立 した.
昭和62年度予算は、前年度に引続 き蔵出の徹底 した見
直し,節減合理化を基本方針として編成されている.
国立学校特別会計においては対前年度比5.1%増(但
しこの伸率はほとんど給与改善分である)と いう緊縮型
の予算となっており,また円高差益等による光熱水料,燃
料費等の縮減も計られている.このような状況の中で当
研究所の国立学校特別会計予算の概要は次のとおりであ
る.
1.組織及び定員の整備
行政改革の基本方針堅持の厳 しい状況の中にあって次
のとおり整備が認められた.
資料系 限石資料部門 助手1名
2.研 究.観 測機器の整備充実
「南極鉱物等分析処理設備(4年 計画4年 次〉」「航空
機位置決定システム(3-3)」及び南極地域観測隊の研
究観測に要する設備として 「極地観測総合研究設備(2
-2)が引続 き計上された.その他大型特別機械設備で
ある 「多目的衛星データ受信システム(3-2)」が引続
き計上 され,昭 和63年度からの観測に向けて準備 を進
める.
3.共 同研究の推進
「東 クイーンモードラン ド地域雪氷 ・地学多重解析」
他1件 の特別共同研究経費が引続 き計上された.
4.極 地関係資料等の整備
「南極陽石の分類整理等経費」「極地資料収集調査」
「特別研究報告出版費」が引続 き計上された.
5.観 測機器等の研究開発
「ポーラーパ トロールバルーンの研究開発」他2件 に
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ついて,昨 年に引続き経費が計上された.
6.電子計算機経費
電子計算機経費については,機 器の更新が認められ,
これに伴い南極で取得されたデータが衛星通信により直
接日本国内において解析することが可能となる.
オース トラリア南極観測隊に参加 して
船 木 責
オー ス トラ リ ア南 極 観 測 隊(ANARE)は 今 シ ー ズ ン
"アイ スバ ー ド"と`'ネ ラ ダ ン"の2隻 の 船 で8回 の 南
極航 海 を行 っ た,私 は交換 科 学者 制 度 に もとづ き 第6次
航 海 に 参加 す る機 会 を得 た.こ の航 海 は本 年1月9日 か
ら2月19日 まで の 日程 で ア イス バ ー ドに よ りホバ ー ト市
か ら亜 南極 のバ ー ド島.ラ ンパ ー ト氷 河の 東 にあ る ラル
セ マ ン ヒル ズの ロ ー基 地 と西 に あ る ス カ リンモ ノ リス,
デ ー ビ ス基 地,モ ー ソ ン基 地 そ れ に ソ連 の ミル ヌ イ基 地
を経 て ホバ ー ト市 に帰 る もの で あ っ た.私 は ミル ヌ イ基
地 を除 く各 地 域 で 多 数 の 古 地 磁気 学 用 岩石 試 料 を採 集 す
る こ とが で きた.
ア イ ス バ ー ドは4378トン,長 さllOmの西 ドイ ツ の 民
間船 で あ る.4名 の 女性 を含 め僅 か21名の 乗 組 員 で 船 の
運航 と隊 員 の世 話 を して い る.船 内 に は24の隊 員 室 が あ
り93のベ ッ ドが 装 備 され,一 部 の部 屋 に は トイ レ と シ ャ
ワーが 付 い てい る.隊 員80名の顔 ぶ れ は様 々で 研 究 者 や
設営 隊 員 の他,画 家,マ ス コ ミ関係 者,法 律 家,外 務 省
の役 人 も乗 船 して い る.外 国 か らは私 の他,ス ウ ェー デ
ン,ス ペ イ ンそ れ に ウル グ ア イ国 か ら1名 ず つ が この航
海 に参 加 し た.こ の よ うな 多 彩 な 顔 ぶ れ か らANARE
の 余 裕 が 感 じ られ た.隊 員 の ほ とん どが 砕 氷 艦"し ら
せ"を 知 っ てお り,昨 年 の"ネ ラン ダ"救 出 が 良 い 宣 伝
に な っ て い た よ うだ.
こ こ で は紙 面 の 関 係 上ANAREで 体 験 し た その 一 部
を紹 介 した い と思 う.
ANAREは 必 要 とあ れ ば 気 軽 に夏 基 地 を 開 設 し野 外
調査 を精 力 的 に行 って い る.こ れ に は ア ップ ルハ ッ トと
呼 ば れ る グ ラ ス フ ァ イバ ー製 の リ ンゴ 型 を した300kgの
建物 と小 型 ヘ リコ プ ター の 利 用 が効 率 良い 野 外 調 査 に 重
要 な役 割 を演 じて い る.ア ップ ル ハ ッ トは4～5人 が 泊
まれ る大 き さで,分 解 せ ず に 小型 ヘ リコ プ タ ーで 運 べ る.
ロ ー基 地 で は2連 式 の ア ップ ル ハ ッ トを通 信 棟 に使 用 し
て い た.長 期 間 にわ た る 野 外 生 活 を行 うに は テ ン トよ り
は遙 か に快 適 で あ る.訪 れ た 夏 基 地 に は雪 上 車 等 の 車 両
は な くヘ リコ プ タ ーが 常 駐 して い る.野 外 調 査 の ため の
移動 は すべ て この ヘ リ コプ ター で 行 うこ とに よ り短 い 夏
を有効 に利 用 して い た.
モ ー ソ ンや デ ー ビ ス基 地 の 立 地 条 件 は昭 和 基 地 と比 べ
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極 めて 良 い.今 回 この ア イス バ ー ドの航 海 で は流 氷 を押
し分 けて 進 む だけ で 基 地 の 近 く まで 来 れ る し,モ ー ソ ン
基地 の 場 合,基 地 か ら僅 か20mの所 に船 を停 泊 させ る事
が で きる.デ ー ビ ス基 地 に は 砂 浜 の海 岸 もあ り,幅50cm,
長 さ2mも の 昆 布 の 断 片 が 漂 着 して い た.い か に リ ュ ツ
ォ ・ホ ル ム湾 の海 氷 条 件 が 悪 い か思 い 知 ら され た,
(筆者:国 立 極 地研 究 所非 生 物 系資 料 部 門 助 手)
南極観測隊便 り
一 第28次越冬隊の近況 一
昭 和 基 地
5月 は隠 や か なF1が多 く,特 に 中旬 に は好 天 が 続 い た
の で 日 々昼 の 時 間 が 短 くな る 中,様 々 な野 外 活 動 を行 な
っ た.航 空 機 オペ レー シ ョ ンは,ピ ラ タ ス機 を中 心 に,
延 べ12日間 に 及 び,慣 熟飛 行 か ら種 々観 測 飛 行 まで 行 な
っ た..・方,海 氷 上 で は とっつ きへ の ル ー ト工 作 を行 な
い,と っつ き岬 に地 震 テ レメ ー タ観 測 器 を設 置 した.基
地 内 で は,機 械 関 係 の 車 両,雪 ヒ車 の 整 備 を継 続 して い
る ほか,ホ ーバ ー ク ラフ トの 回収 や見 晴 ら しタ ン クか ら
の 送 油 をお こな った.観 測 関係 で は,オ ー ロ ラの 光 学観
測 が 本 格 化 し,オ ゾ ンや放 射 観 測 用 の 特 殊 ゾ ンデ をた び
た び飛揚 した ほ か,地 震 波 や電 気 抵 抗 に よ る海 氷 厚 測定
も試 み た.暗 くな る に 従 っ て忙 し くな った 感 の あ る 基地
生 活 で は あ る が,こ の 中で も着 実 に余 暇 活動 も行 って い
る.18日か ら南極 大学 を開 講,毎 週 月 ・木 に2時 限 ずつ
講 義 が あ り全 員 が専 門 あ る い は趣 味 な ど 自由 な テ ー マで
担 当 す る こ とに な っ て い る.氷t:ソ フ トボ ー ルk会 は ダ
ブダブのヤ ッケと氷の起伏に足を取 られ,転倒,エ ラー
が続出して笑い声の絶え間ない珍ゲームとなった.そ の
他,気 象棟の裏斜面などでスキーを楽 しんだり,氷細.1:
をする調理隊員もいたり,ころがる太陽の撮影など各人
各様に越冬生活を楽しんでいる.ま た,近づ くミッドウ
ィンターの企画に様々の知恵をしぼっているところであ
る.
あすか拠点
5)iは地吹雪の少ない隠やかな日が続いた.基地の観
測関係はほぼ順1凋に経過 しており,今月新たな重ノJ潮汐
観測,排 水用縦穴内部～温度観測などの準備が整った.
オーロラ活動は,気 象条件にも恵まれ,あ すか観測拠点
天頂付近で視認する機会が増え夜半すぎ頃の基地周辺に
おける写真観測が活発化 した.設営関係では,屋外貯袖
幕講㌫篇,濃㌫ 齎1㌶、鱗 ●
外 デ ポ 物 品 の 整 備 を終 え,排 水 孔 雪 洞 の 拡 幅IISfを始 め
た.生 活 面 で は,水 耕栽 培 が発 電 棟 の 一一隅 を利 用 して 開
始 され,新 鮮 な 野菜 の 出荷 が始 ま り,南 極 大 学 が25日に
開 校 され た.ま た,ア マ チ ュ ア無 線 局 も開 局 され た.昭
和 基 地 と は毎 日の シ ノ ップ 通 報の 際,一 日一 手 の 囲 碁 を
皆 で 相 談 しな が らや っ て い る,太 陽 との 惜 別 は,計 算 上
17日と され て い た が,茜 色 の 夕陽 を北 の 地 平 線 に見 送 っ
たの は,21日で あ った.
一 第28次夏隊帰国一
昭和61年11月14日出発した第28次南極地域観測隊52名
のうち,星合孝男隊長以 ド夏隊Ul5名と同行者2名は,
昭和62年4月20日,無事帰港した.
第28次隊は,ブ ライド湾で305トンの物資 を揚陸,あ
すか観測拠点の観測棟,仮 設作業棟,主 屋棟 ・発電横間
の通路の建設など計画した建設作業を行い,8名 による
初越冬観測を可能とした.ま た,セ ールロンダーネ山地
地域では.第27次越冬隊の協力の下に航空写真撮影を行
い,さ らに,阿山地中央部の地質,地形,測 地観測を実
施 した.ベ ルギーからの交換科学者 も地学調査隊に参加
した.
昭和基地では約600トンの物資輸送を行 うとともに,
作業棟防雪庇の取付け工事などを行った.ま た,み ずほ
基地での自動気象観測装置設置,昭和基地での検潮儀設
置など観測設備の設置を行う一方,リ ュツォ ・ホルム湾
沿岸露岩地域の調査を実施した.
往復航路に沿っての船 上観測 も順調であった.と くに,
帰路には14点で停船をしての海洋観測を行った.ま た,
オーストラリア気象局依頼の漂流ブイ4基,水 路部持参
の漂流ブイ1基 を投入した.
■
一シンポジウム報告
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第12回南極明石シンポジウムー
6月8日 ～10日 の3日 間 当 研 究 所6階 講 堂 に お い て 研
究 所 主 催 の 標 記 シ ン ポ ジ ウ ム が 開 催 さ れ た.真 夏 を 思 わ
せ る 天 気 の 中,112名 の 隅 石 研 究 者 や 学 生 が 参 加 し,貴
重 な 発 表 と活 発 な 討 論 が 行 わ れ 盛 会 で あ っ た.こ の う ち
招 待 者1名 を 加 え,10名 の 研 究 者 が 海 外 か ら 参 加 した,
国 別 で は,米 国 か ら4名,カ ナ ダ,英 国,オ ー ス ト リ ア,
ス イ ス,ポ ー ラ ン ド,ブ ラ ジ ル か ら 各1名 で あ っ た .発
表 論 文 数 は63編 で,日 本 人 研 究 者 の 英 語 で の 講 演 も例 年
に 比 べ る と 多 く,国 際 的 色 彩 の 強 い シ ン ポ ジ ウ ム と な っ
た.8日 午 後 に は 月 限 石 とY-691エ ン ス タ タ イ ト コ ン
ド ラ イ トの 特 別 セ ッ シ ョ ンが 設 け ら れ,コ ン ソ ー シ ア ム
研 究 の 成 果 が 発 表 され た.ま た9日 午 後 に は ウ ィ ー ン 大
学 のKoeberl博 士 の テ ク タ イ トの 起 源 に つ い て,10日 午
後 に は カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学 サ ン デ ィ エ ゴ 校 のArnold教
授 に よ る 南 極 限 石 の 落 下 年 代 に つ い て の 特 別 講 演 が そ れ
ぞ れ お こ な わ れ た.
1.　Nishio　F、,　Ohmae　H、,　Osada　K,　and　Urazuka　S.:
　 　 　 Col[ection　of　Yamato　 and　 Sor　 Rondane
　 　 　 meteorites　inthe　l986・87　fie]d　season,　Antarc・
　 　 　 tica.
2.　Yanai　K.　and　Kojima　H.:　Pre]iminary　identifica・
　 　 　 tion　of　new　Antarctic　meteorites　collected　by
　 　　 Japanese　party　in　l986・87　season.
3.　Annexstad　J.　O.:　Meじhanisms　of　meteorite　con.
　 　 　 centratlons　i 　Antarctica.A　review.
4.　Yanai　K.　and　members　of　ANSMET　 US.:　Report
　 　 of　 ANSMET　 US　 (Antarctic　Search　for
　 　 Meteorites　U.S、)　1986・87,
5.　Koeberl　C.,　Yanai　K、,　Cassidy　W.　A.　and　Schutt　J.
　 　 W.;　Investigation　of　dust　components　from　dust
　 　 bands　from　b]ue　lce　fields　in　the　Lewis　Cliff
　 　 (Beardmore)　area,　Antarctica.
6.　Naraoka　H.,　Shimoyama　A、,　Komiya　M.,　Yama-
　 　 　 moto　H.　and　Harada　K.:　Carboxylic　acids　and
　 　　 hydrocarbons　in　Antarctic　carbonaceous　chon.
　 　 drite.
7.　Miura　Y.,　Abe　K.　and　Kojima　H.:　Compositional
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8.　Kojima　H.　and　Yanai　K .:　First　Cl　carbonaceous
　 　 　chondrlte　from　Antarctica.
9、　 Yanai　K.　and　Kojima　H,;　New　lunar　meteorite:
Yamato.793274.
10.　Lindstrom　M.,　Korotev　R.,　Lindstrom　D.　and　Has.
　 　 　kin　L.:　Lunar　meteorites　Y・82192:　Geochemical
　 　　 and　petro]ogic　comparisons　to　other　lunar　brec.
　 　 　 CLas.
11.　Warren　P.　H.　and　Kallemeyn　G.　W.;　New　 data　for
5
12,
13.
the　bulk　compositions　of　「our　lunar　meteorites,
　 and　 for　an　 Fe・rich　basaltic　c|ast　of　probab|e
VLT.mare　 affinlty　from　Y・791197,
Koeberl　C.:　Trace　e[ements　in　lunar　meteorites　Y.
791197andY・82192.
Eugster　O.:　Cosmegenic　 and　 trapped　noble　gas
　 isotopes,　exposure　age　and　terrestrial　ge　of　lu・
nar　meteorites　Yamato.82192　and　・82193,
14.　Ikeda　Y、:　Major　element　chemlcal　compositions　of
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Kitamura　M.,　Watanabe　S,　and　Isobe　H.:　Relict
　pyroxene　and　o|ivine　in　chondrules　of　Y・691
(EH3).
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17.　Yabushita　S.　and　Inagaki　T.:　U]traviolet　spectros・
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19.　Sato　H.,　Mori　H.　and　Takeda　H,:　Minera[egical
　 　 　 study　on　the　matrices　of　Yamate・790448　and　a
　 　 　 few　chondrites　by transmission　electron　micro.
　 　 　 scope・
20.　Watanabe　S.　and　Morimoto　N.:　A　subsilicic　alumi.
　 　 　 nian　pyroxene　pair　in　a　fragment　of　Y・82038
(H3)
21.　Kimura　M.:　Petrology　of　unique　Antarctic　chon・
drites,Y.74025andY・74063,
22.　Noguchi　T、;　Texture　and　chemical　composition　f
　　　 pyroxenes　ln　ordinary　chondrites.
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28,
Tsuchiyama　 A.,　Fujita　T.　and　Morimoto　 N .:　Fe,
Mg　 homogenization　of　pyroxenes　 in　ordinary
　 chondrites.
Miura　 Y・:　Compositional　characteristics　of　pla・
gioclase　fe]dspar　in　various　chondritic　meteorites,
Graham　 A.　L.;　The　 composition　of　splne[s　in　the
Julesburg　(L3)　meteorite.
Nishida　T.:　Studies　on　metal]ic　minerals　in　ALH.
77231　by　X・ray　diffraction　and　S.E、M,
Yanai　K.　and　Kojima　H.:　Pyroxene　bearing　palla・
site　in　Yamato　 meteorite　co[【ections.
Prinz　M,　 Weisberg　 M.　K.,　Nehru　 C.　E.　and　De.
laney　J.　S.:　Mineral　and　lithic　lasts　in　the　EET
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O「191ns・
29.　Takeda　H.　and　Ogata　H,;　On　 the　pairing　ef
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 Yamato-79 and -82 achondrites and their parent 
 body. 
Kushiro I. and Mysen B. 0.: Experimental studies 
 on vaporization and condensation in the system 
 Mg2Si(44-SiOTH2 at low pressures: Application 
 to the solar nebula processes. 
Tsuchiyama A., Kushiro I. and Morimoto N.: An 
 electron microscopic study of gas condensates in 
 the system  Mg-Si-0-H. 
Nagahara H., Kushiro  I., Mysen B. 0. and  Mori H.  
: Vaporization and condensation experiments on 
 olivine solid solution system. 
 Okada A., Ito T., Kobayashi K. and Sakurai T.: 
 Crystal structure of perryite. 
Takahashi E. and Ito E.: Melting of  peridotite 
 under very high  pressure-II: A laboratory 
 simulation for early evolution of the earth. 
Kallemeyn G. W.: Compositional comparisons of 
 some  CO, CV and metamorphosed carbonaceous 
 chondrites from Allan Hills. 
Tazawa Y. and Sasaki T.: Chemical composition 
 of fusion crusts on Antarctic  chondrites. 
Nagamoto  H.,  Nakamura N., Nishikawa Y., Mis-
 awa K. and  Noda S.: Distribution of trace ele-
 ments in the rim-core of Tieschitz (H3) chon-
 drules and the matrix. 
Fukuoka T., Tazawa Y. and Nagasawa H.: 
 Meteoritic components in sediments collected 
 from impact crater, Arizona. 
Misawa K. and  Nakamura N.: Rare earth elements 
 in chondrules from the Felix  (CO3) chondrite: 
 Comparison with the Allende (CV3) chondrules. 
 Uyeda C., Suzuki M. and  Okano J.: The correla-
 tion of chondrule texture and magnesium isotope 
 abundance. 
Takahashi K., Shimizu H. and Masuda A.: The 
 Rb-Sr systematics for diogenites. 
Honda M., Nagai H., Takahashi M. and Akizawa 
 S.: Scandium 45 in Antarctic iron  meteorites. 
Koeberl C.: The origin of tektites: A geochemical 
 discussion. 
Nagai H.,  Imamura M., Kobayashi T. and Honda 
 M.: Alminium 26 and beryllium 10 in meteoritic 
 irons. 
Kaneoka  I., Takaoka N. and Yanai K.:  'Ar-39Ar 
 age of a L7  clast-bearing chondrite Y-75097 (L6) 
 and the effect of collision on degassing. 
 Beukens R. P., Rucklidge J. C. and Miura  Y.: 'C 
 ages of Yamato and Allan Hills meteorites. 
 Matsubara K., Nagao K. and  Matsuda  : Noble 
 gases in Belgica-7904 carbonaceous chondrite. 
Nagao K.: Rare gas isotopic composition of
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      achondrites from  Antarctica. 
50. Takaoka N.: Noble gas analysis of  Yamato-74013 
    (Di). 
51.  Igarashi  G. and  Ozima  M.: Comparison between 
     terrestrial Xe and Xe in carbonaceous meteorites; 
     constraints on  the•early history of theearth. 
52. Fukunaga K.,  Matsuda J., Nagao K., Miyamoto M. 
     and Ito K.: Noble gas enrichment in vapor 
     growth diamonds and the origin of diamonds in 
 meteorites. 
53. Ozima M. and Zashu S.: Solar type He and Ne in 
 diamonds. 
54. Amari S., Ozima M. and  Hamann Y.:  9HenHe 
     ratios in a sedimentary rock from K-T boundary, 
     Hokkaido and in Fig Tree shales. 
55. Wu S. and Zhang S.: Significance of the geosci-
     ence in the  Duolun crater impact event. 
56.  Miyamoto M.: Hydration bands around  3P.m and 
      weathering of meteorites. 
57. Matsui T. and Tajika  E.: Orbit of the Allende 
     meteorite  -Is the Allende meteoriteanextinct 
      cometary  nucleus?  -- 
58. Sugiura N. and Sneyd  D.: Magnetic susceptibility 
     anisotropy and porosity of chondrites; A review. 
59. Sugiura N. and Strangway D.  W.: Hysteresis and 
     NRM properties ofmeteorites, 
60.  Funaki M., Taguchi I., Danon J. and Nagata T.: 
     Magnetic and metallographical studies of 
      Bocaiuva iron meteorite. 
61. Nagata  T.: Magnetic analysis of Antarctic stony 
      meteorites on the basis of magnetic coercivity. 
62. Arnold J. R.: Terrestrial ages of Antarctic 
      meteorites and ice. 
63.  Kurat G., Mayr M., Ntaflos  Th. and Graham A. L.      
: Isolated olivines in Y.82042 (C2): Fractional 
     condensation? 
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Memoirs of National Institute of Polar Research 
  Special Issue, No. 46: Proceedings of the Eleventh 
   Symposium on Antarctic Meteorites, 1986,  ed. by 
   K.  Yanai. 282p. March 1987. 
 Special Issue, No. 47: Proceedings of the Ninth Sym-
   posium on Coordinated Observations of theIono-
   sphere and the Magnetosphere in the PolarRe-
   gions, 1986, ed. by M. Ejiri. 224p. March 1987. 
JARE Data Reports 
 No. 121(Marine Biology 10): Oceanographic and 
   marine biological data based on the routine 
   observations ear Syowa Station between Febru-
   ary 1984 and January 1985  (JARE-25), by Matsuda
の極 地 研 ニ ュ ー ス79
　 　 et　al.　21p.　March　l987,
　 No,　122　(lonosphere　35):　Riometer　ecords　of　30　MHz
　 　 cosmic　noise　at　Syowa　Station,　Antarctica　in1985,
　 　 by　Kuratani　and　Maeno.　94p,　March　l987.
　 No.　123　(Ionosphere　36):　Records　of　radio　aurora　at
　 　 Syowa　Station,　Antarctica　in1985,　by　Igarashi　et
　 　 aL　56p,　March　l987.
　 No.　124　(Seismology　20):　Seismological　bulletin　of
　 　 Syowa　Station,　Antarctica,　1985,　by　Kamlnuma
　 　and　Shibuya,　80p.　March　1987.
　 No,　125　(Glaciology　14):　Glaciological　research　pro・
　 　 gram　in　East　Queen　Maud　Land,　East　Antarctlca,
　 　 Part　5,　1985,　by　Ageta　et　aL　71p.　March　l987.
　 No、　126　(Oceanography　7):　Oceanographic　data　of
　　 the　26th　Japanese　Antarctic　Research　Expedition
　 　 from　November　1984　to　April　1985,　by　Iwanami
　 　 and　Tohju.　59p.　Mareh　l987,
Antarctlc　Geological　Map　Series
　 Sheet　23:　Honn6r　Oku-iwa　Rock,　1/25000　with　ex・
　 　 planatory　text,　by　Nishida　et　aL　6p.　with　5pl.
March1987,
　 Sheet　25;　Botnneset,　1/25000　with　explanatory　text,
　 　 by　Shiralshi　and　Yoshida.　9p,　with　8pl.　March
l987.
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所
滞在期間
研究課題
氏
所
レ外国人研究者の紹介■
名 オ リ グ シ ュ ミロ フ
　 　 (Dr.　Oleg　I.　Shumilov)
日本 学 術振 興 会 外 国 人招 へ い研 究 者
属 ソ連 科 学 ア カ デ ミー極 地 地 球 物 理研 究 所
昭和62年4月28日 ～7月28日
急始 型磁 気 嵐 と極 冠 内及 び オVロ ラ帯 の 降下
粒 子 との 関係
滞在期間
研究課題
名 ア ン ドリ ュー グ レア ム
　 　 (Dr.　Andrew　L.　Graham)
日本 学術 振 興 会 外 国 人招 へ い研 究 者
属 大 英 自然 史博 物 館
昭和62年5月22日 ～6月ll日
南 極 限 石 の鉱 物 学 的 研 究
レ職員の異動く
配 置 換6月1日 助手資料系陽石部門 小島秀康
(前研究系地学部門)
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レ月例報告(3～4月)<
夏以来の屋外作業は3月7日 ほぼ終了 した.その後基
地内部の整理などを行ない越冬準備に入った.日が次第
に短 くなり4月になると荒天の合間をぬって屋外調査活
動が行なわれた.又,遅 れていた飛行機の初フライトも
10日に実現 した.4月 後半強風により海氷は悪化 しリュ
ツォ ・ホルム湾の定着氷は一部を残 し流出 して しまった.
このためラングボブデなど沿岸へのルートの見通 しはた
っていない.ト ウゾクカモメが見られなくなり,多数の
ナンキ ョクフルマカモメが飛来 している.
昭和基地
観測報告
定常観測:順 調にデーターを取得 している,
研究観測
宙空系:　EXOS・C衛星受信は鹿児島KSC地上局の事
情により3月27日～5月11日まで休1ヒした.オ ーロラ観
測では掃天フォトメーターを設置し観測 を開始 し,その
他の観測も順調に経過 している,
気水圏系:気 象衛星観測は送信周波数の変更により3
月24日～29日欠測 した他は順調に経過 している,
生物医学系:西 オングル島において,地衣類の調査や
大池の採水等を行った.又,医 学研究として心理テスト
及び血液.頭髪等の採集を行なった.
設営報告
機械:ピ ロータンクの設置.医 療棟造水設備の設置等
施設の整備を行なった.又,放水による消火訓練を行った.
通信:外 国基地との通信,あすか拠点との通信も良好
であった.
航空:海 氷状況が非常に悪 く,前次隊より使用した滑
走路は氷山の定着により使用不可能となった.滑 走路は
ネスオイや近くの残された定着氷上に設置 し.4月IO日,
セスナ機の試験飛行,慣 熟飛行及び観測飛行2回 を荒天
の合間に実施した.
医療:全 員の健康診断,生活用水中の細菌検査を行っ
た.
あすか観測拠点
3月は荒天のため屋外作業,観 測に影響があったが,
4月は好天に恵まれ観測も順調に経過 した,又,施設の整
備も順調に行なわれ冬を迎える準備が着々と進んでいる.
観測報告
3月1日から気象通報を開始 した.その他の観測部門
も荒天のための影響があったが順調に観測している.
設営報告
施設の整備も順調である.3月16日～21日施設の維持,
保安体制確立のため防災システム,配管システムなど施
設の説明会及び車輌の取扱い訓練を実施した.
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